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国

語

１

次
の
資
料
は
、【
Ａ

「
国
語
が
乱
れ
て
い
る
と
思
う
か
」
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
、【
Ｂ

「
中
学
生
・
高
校
生
の
言
葉
遣
い
の
乱
れ
に
つ
い

て
」
の
調
査
結
果
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
、【
Ｃ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
の
一
部
】
、【
Ｄ

「
子
供
の
言
葉
遣
い
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
人
や
も
の
」
に
つ
い
て

の
調
査
結
果
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
Ａ

「
国
語
が
乱
れ
て
い
る
と
思
う
か
」
に
つ
い
て
の
調

【
Ｂ

「
中
学
生
・
高
校
生
の
言
葉
遣

【
Ｃ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
の
一
部
】

査
結
果
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】

い
の
乱
れ
に
つ
い
て
」
の
調
査
結

果
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】

※
【
Ａ
】
、【
Ｂ
】
、【
Ｄ
】
は
、
平
成
二
十
六
年
度
「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
文
化
庁
）
に
よ
る
。

〔
調
査
対
象
…
全
国
十
六
歳
以
上
の
男
女
〕

「ふだんの生活の中で接している言葉から考えて、今の国語は乱れていると思う」

と考える人は73.2％で、この15年で約13ポイント減少したことが、文化庁の「平成

26年度『国語に関する世論調査』」で分かった。また、「乱れていないと思う」と考

える人の割合は23.5％で、過去の調査結果（平成11、14、19年度）と比較すると増

加傾向。平成11年度（10.3％）からは、「乱れていないと思う」が２倍以上に増え

ている。依然として「乱れていると思う」派が７割と多数を占めるが、「今の国語

は乱れていないと思う」と回答する人が増加しているのは確かだ。

一方、「中学生・高校生の話を聞いて、言葉遣いが乱れていると感じるか」と聞

いたところ、「乱れていると感じることがある」は72.8％だった。「乱れていると感

じることがない」は22.5％だった。 ア

以上のことから、「やばい」、「うざい」等の「若者ことば」を生み出し、ともす

れば批判されがちな中高生の言葉遣いについても、許容する人が徐々に増えている

といえそうだ。（ 後略 ）

平成
26年度

平成
19年度

平成
14年度

平成
11年度

平成26年度

平成19年度

平成12年度
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【
Ｄ

「
子
供
の
言
葉
遣
い
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
人
や
も
の
」
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】

平成26年度 平成19年度 平成12年度

インターネット
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一

【
Ｃ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
の
一
部
】
の

ア

に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
文
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１

そ
し
て
、
言
葉
遣
い
が
「
乱
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
が
「
乱
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
な
い
」
に
比
べ
て
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

２

ま
た
、
言
葉
遣
い
が
「
乱
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
が
減
少
傾
向
な
の
に
対
し
、「
乱
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
な
い
」
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。

３

そ
し
て
、
中
学
生
・
高
校
生
の
言
葉
遣
い
の
乱
れ
に
つ
い
て
、「
分
か
ら
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
が
だ
ん
だ
ん
と
減
少
し
て
き
て
い
る
。

４

ま
た
、
中
学
生
・
高
校
生
の
言
葉
遣
い
が
「
乱
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
割
合
の
方
が
、「
国
語
が
乱
れ
て
い
る
と
思
う
」
人
の
割
合
よ
り
も
少
な
い
。

二

【
Ｄ

「
子
供
の
言
葉
遣
い
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
人
や
も
の
」
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
表
し
た
グ
ラ
フ
】
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
文
の

①

、

②

に

当
て
は
ま
る
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
、

Ⅰ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１

影
響

２

変
化

３

推
測

４

比
較

子
供
の
言
葉
遣
い
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
人
や
も
の
は
ど
れ
だ
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。（
選
択
肢
の
中
か
ら
幾
つ
で
も
回
答
。
）「

①

」
が
最
も
高
く
、

次
い
で
、「
母
親
」
と
な
っ
て
い
る
。「
父
親
」
、
「
友
達
」
が
六
割
台
と
続
い
て
い
る
。
以
下
、「
ゲ
ー
ム
機
（
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
）
」
、「
漫
画
」

が
四
割
台
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
、
「
兄
弟
姉
妹
」
、「
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
所
の
教
員
や
保
育
士
」
が
三
割
台
、「
祖
父
母
」
、「
携
帯
電
話
で
の
通
話
」
、「
子
供

向
け
の
本
や
雑
誌
」
が
二
割
台
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
の
調
査
結
果
（
平
成
十
二
、
十
九
年
度
）
と

Ⅰ

す
る
と

、
平
成
十
九
年
度
か
ら
今
回
調
査
で
は
、

「

②

」
が
約

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、「
子
供
向
け
の
本
や
雑
誌
」
が
約
６
ポ
イ
ン
ト
、「
テ
レ
ビ
」
が
約
４
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

12
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三

「
林
さ
ん
」
と
「
東
さ
ん
」
は
、
資
料
Ａ
～
Ｄ
を
読
ん
で
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
林
さ
ん
、
東
さ
ん
の
ど
ち
ら
の
考
え
に
賛
成
し
ま
す
か
。
ど
ち
ら
か
一
人
を
選
び
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
人
の
名
前
を
解
答
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書
き

出
し
の
文
の

に
書
き
な
さ
い
。
そ
の
上
で
、
あ
な
た
が
そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
と
、「
国
語
」
や
「
言
葉
遣
い
」
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件

１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

条
件
１

資
料
の
内
容
を
根
拠
に
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。

条
件
２

「
な
ぜ
な
ら
」
に
続
け
て
、
八
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
（
解
答
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書
き
出
し
の
字
数
を
含
み
ま
す
。
）。

※

左
の
枠
は
、
下
書
き
に
使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。

私

は

、

さ

ん

の

意

見

に

賛

成

で

す

。

な

ぜ

な

ら
、

字80字120

【
林
さ
ん
】

私
は
、
今
の
国
語
は
乱
れ
て
い
る
と
思
う
。

【
東
さ
ん
】

私
は
、
今
の
国
語
は
乱
れ
て
い
な
い
と
思
う
。



国
語

年

組

番

氏
名

１一

二

ア

①

②

Ⅰ

三

私

は

、

さ

ん

の

意

見

に

賛

成

で

す

。

な

ぜ

な

ら
、

字80字120



国
語

年

組

番

氏
名

１一

二

ア

２

①

テ
レ
ビ

②

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Ⅰ

４

三

私

は

、

林

さ

ん

の

意

見

に

賛

成

で

す

。

な

ぜ

な

ら
、

資

料

Ａ

の

結

果

を

見

て

も

、

「

今

の

国

語

は

乱

れ

て

い

る

」

と

考

え

る

人

が

依

然

、

多

数

を

占

め

て

い

る

字

か

ら

で

す

。

国

語

を

守

っ

て

い

く

こ

と

は

、

文

化

を

80

守

る

こ

と

に

つ

な

が

る

と

思

い

ま

す

。

私

は

、

こ

れ

字

か

ら

も

国

語

を

大

切

に

し

て

い

き

た

い

で

す

。

120



私

は

、

東

さ

ん

の

意

見

に

賛

成

で

す

。

な

ぜ

な

ら
、

資

料

Ｂ

の

中

高

生

の

言

葉

遣

い

に

つ

い

て

、

「

乱

れ

て

い

る

と

感

じ

る

こ

と

が

な

い

」

と

い

う

人

の

割

合

字

が

増

加

し

て

い

る

か

ら

で

す

。

言

葉

は

時

代

と

共

に

80

変

化

し

て

い

ま

す

。

私

は

、

言

葉

遣

い

の

変

化

を

認

字

め

、

受

け

入

れ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。
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